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Otsuka Long-Evans Tokushima Fa町T (OLETF）ラットのインスリン抵抗性に対する

防風通聖散の効果
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【背景】 近年，食生活の欧米化やライフスタイルの変化に

伴う運動不足によりメタボリツクシンドロームが急激に増

加している． メタボリツク シン ドロームの根底にある肥満

はインスリン抵抗性を誘発する最も重要な危険因子であ

る ． 先行研究において，漢方処方である防風通聖散は抗肥

満作用があることが認められている しかしながら，イ ン

スリン抵抗性を改善させる効果については，ほとんど明ら

かにされていない．そこで本研究では，肥満誘発性 2型糖

尿病モデルである Otsuka Long-Evans Tokushima F甜y

(OLETF）ラ ットにおける防風通聖散投与の有用性について

検討を加えた

［方法］ 実験には雄性 OLETF ラットおよび，その対照で

ある雄性 Long-Evans Tokushima Otsuka (LETO） ラッ ト を大

塚製薬株式会社徳島研究所から供給を受け， 6 週齢より飼

育を開始した．動物は，個別ケージ内で飼育し，飼料は

CE-2を与え，水は自由摂取とした．飼育室は，室温23±

1 °C，湿度50±10%, 12時間明暗サイ クル（点灯； AM 8: 

00，消灯； PM 8 : 00）の条件に設定した． 本研究は愛知

学院大学心身科学部動物実験委員会指針に従って実施し

た 漢方薬は株式会社ツム ラより供与された医療用防風通

聖散エキス粉末を用いた対照群として 13週齢の LETO

ラッ ト を， LETO＋生理食塩水と LETO＋防風通聖散の 2

群に，肥満群として 13週齢の OLETF ラ ッ トを， OLETF+

生理食塩水と OLETF十防風通聖散の 2 群に，それぞれ無

作為に分けた 生理食塩水と防風通聖散を 4週間経口投与

し た. 1 5週齢で経口 ブ ド ウ糖負荷試験 （Oral-glucose

tolerance test : OGTT), 1 6週齢で麻酔下にて頚動静脈カテ

ーテル挿入 ・ 留置手術を行い， 17週齢でクやルコ ースクラ

ンプ法を実施した． ク ランプ終了後，直ちに副皐丸脂肪（EF:

epididymal fat）を摘出し，重量を測定した． 得られたデー

タは平均値±標準誤差 （mean±SE） で標記 した統計解

析は 2元配置分散分析を採用し， 有意な群の主効果が認め

られた場合と有意な投薬の主効果が認められた場合には対

応のない t 検定を用いて，群および投薬の遠いを評価した．

危険率 5%未満を統計学的に有意差あ りと判定した．

［結果］ 体重増加率は，投薬によ る有意な主効果が認めら
れ， OLETF＋生理食塩水群は OLETF＋防風通聖散群より

も有意に高値であった．摂餌量には有意な差は認められな

かった. GIR は， OLETF, LETO 群間で有意な主効果が認

められ， また OLETF＋防風通聖散， OLETF＋生理食塩水

群聞で有意差が認め包れた OLETF＋生理食塩水群は

LETO＋生理食塩水群と OLETF＋防風通聖散群よりも有意

にイ＇.！£｛1直であった．

【考察］ 防風通聖散の 4週間経口投与の結果，防風通聖散

は体重増加を抑制することが示唆された. LETO＋生理食

塩水群と LETO＋防風通聖散群間および OLETF＋生理食

塩水群と OLETF＋防風通聖散群聞の摂餌量は投与期間を

通じてほぼ一定であり，防風通聖散は摂餌量に対しては影

響を及ぼさなかった．しかし カテーテル挿入 ・留置手術

の結果，すべての群で摂餌量は 3週から 4週で著しく減少

したが，手術 2～ 3 日後には回復した また，防風通聖散

は構成生薬に潟下作用を有する大黄を合むが，投与期間中

に下痢などは認め られなかった． 防風通聖散の構成生薬の

l つである麻黄は，その成分のエフェ ドリ ンが交感神経終

末でのノルアドレナ リ ンの分泌を促進させることが知られ

ている．同じく防風通聖散の構成生薬である甘草，荊芥お

よび連麹は， cAMP 分解酵素の Phosphodiesterase (PDE）を

阻害することが報告されている． したがって， これらの作

用が相加的に働き，脂肪組織の脂肪分解を促進することに

より体重を減少させ，抗肥満作用を発揮するものと考えら

れた 防風通聖散の 4週間経口投与におけるイ ンスリン抵

抗性に及ぼす影響は， OLETF＋防風通聖散群の GIR （低

濃度インスリン注入）は OLETF＋生理食塩水群より有意

に大であり，防風通聖散投与によるインス リ ン抵抗性改善

が示唆された． 一方でお，高濃度インス リ ン注入では有意差

を認めなかった．糖取り込みの最大反応を改善するか否か

は， 更なる検討が必要で、ある . 2 型糖尿病の初期障害とし

て骨格筋のインス リ ン抵抗性が考えられる．防風通聖散を

投与するこ とで筋におけるインスリン抵抗性を改善する可

能性がある 一方，肥大した脂肪細胞からは TNF－α，レジ
スチンなどのアデイポサイ ト カインがインスリ ン抵抗性を

惹起させるが，本研究では内臓脂肪減少の結果，体重増加

が抑制され， その結果，関係する TNFーα などのサイト カ

インの分泌が低下したことにより，インス リ ン抵抗性が改

善する可能性が示唆された

【結論】 肥満誘発性 2 型糖尿病モデル （OLETF） ラットに

おいて防風通聖散を 4週間経口投与することによって，内

臓脂肪の減少による体重増加の抑制と末梢組織におけるイ

ンス リ ン抵抗性の改善が明らかとなった．以上の事実は，

漢方薬である防風通聖散の投与が 2型糖尿病の発症， 進展

を抑制する可能性を示唆していると考えられた．
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小学校における入院を要する負傷の発生要因に関する研究

心身科学研究科健康科学専攻健康増進科学研究専修 下 村 淳 子

I . 研究の背景

近年， 学校内で児童生徒が巻き込まれる事件・事故が多

発していることから， 学校内の安全に対する関心が高ま っ

ている 学校では， 多 くの児童生徒が集団で過ごすことか

ら， 日常的に負傷が発生している．軽微な負傷ならば， 今

後の生活における良き教訓と もなりうるものの，入院を伴

う重症な負傷となれば，肉体的な苦痛だけでなく，社会的 ・

精神的な痛みも伴う．さらに，長期間にわたる学校生活か

らの離脱は，学習の遅れや課外活動の不参加など， 学校生

活にも大きな影響を及ぼし，成長を阻害する要因と なる ．

本研究では，小学生が重症な負傷と ならないための防止策

を講ずるための知見を得る ことを目的とし，入院する負傷

の発生要因を明らかにすることとした．

II. 研究方法

独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下， NAASH)

名古屋支所が所管する富山，石川，福井，岐阜， 静岡， 愛

知， 三重の 7 県に所在する小学校において， 2007年 4 月

か ら 1 年間， NAASH の災害共済給付金 （医療費） の支給

を受けた 70,70 1件の負傷を対象とした．調査項目は， 負傷

時の時間帯と場所，遊具使用の有無と使用した遊具の種類，

負傷した部位と傷病名，入院の有無である 負傷時の活動

時間は，各教科の授業中，特別活動，課外指導， 休憩時間

中， 通学中の 5種類とした負傷場所は校舎内，校舎外，

学校外に分けた． 運動場の遊具は， 鉄棒， 雲梯， 登 り 棒，

ジャングルジム，すべり 台， ぶ らんこ ， シーソー，固定タ

イヤ，砂場， その他とした． 傷病名は骨折，捻挫，脱臼，

打撲，その他と し，部位は頭，顔， 体幹， 上肢，下肢部と

し， 学年は 1 ～ 3 年を低学年， 4 ～ 6 年を高学年とした．

70,701件の負傷は入院した負傷と入院しない負傷に分け，

負傷時間帯， 負傷場所， 負傷時の遊具使用状況やその遊具

の種類についてク ロス集計と発生率を算出した解析には，

割合の比較は χ2乗検定， 入院 リ スクの大きさはロジステ

ィック回帰分析を行い，オッズ比及び95 %信頼区聞を算

出した．

III . 結果
1. 負傷者の傾向 ： 小学生 1 ,066, 102名中， l 年聞に学校管

理下で負傷し， NAASH から医療費の支給を受けた負傷

の総計は70,701件で在籍児童1,000人あたり 66件だっ

た． そのうち低学年は28,905件（40.9 % ）， 高学年41 ,796

件（59.1% ） だった． 入院した負傷は882件で0.8件／

1 ,000人だった

2. 時間帯別発生状況と入院リ スク ： 入院した負傷は休憩

時間中が最も多く ， 低学年では284件 （63.8 % ），高学年

でも 208件（7.6% ） だった． 入院リ スクは各教科の授業

中に比べ低学年では通学中が1.91倍，次いで休憩時間中

が 1.83 倍， 高学年では通学中が1.92倍と高くなっていた．

3 活動場所別発生状況と入院リ スク 入院 した負傷は，

校舎外が最も多く，低学年では245f牛（55 . l % ） ， 高学年

でも 210件（48.l %）だっ た． 入院リス ク も校舎内に比

べて， 低学年では2.05倍， 高学年でも 2. 1 7倍だった

4. 遊具使用の有無と遊具の種類：遊具別に分析したと こ

ろ，低学年では入院する負傷が最も多い遊具は雲梯の

33件（24.6% ） だった． 一方， 高学年では鉄棒の 19件（31.2

%）で，次いで雲梯 12件 （ 19.7% ） だった． 遊具の種類

別の入院リスクは，雲梯が最も高く 9.29倍， 登り棒7.29

倍と有意に高かった これらの遊具使用時で入院した

41件の負傷の傷病名を確認したと こ ろ ， 高学年の児童

も入院リスクの高い遊具を使用することで上肢部骨折と

なっていた

IV. 考察

東海北陸地方 7 県に在籍する 1,066, 102人の小学生に対

して，学校管理下において治療を要する負傷の発生状況を

調べたところ， 1 年間に70,701件が発生していた． そのう

ち入院するよう な重症の負傷は882件発生 しており，治療

を要した負傷の約 1 %の割合であった 在籍児童 1,000人

として換算する と， 入院する負傷は l 校あた り 1 年間に

O目8件と少数であった入院した負傷の発生状況は， 小学

生が休憩時間中に運動場な どの校舎外で負傷する こ とが入

院する リ ス クを高めていた．特に年少の低学年児童におい

ては入院する負傷の 6割以上は休憩時間に発生してお り ，

入院したオッズ比も授業中に比べて 1.8倍も高かった． こ

のことから， 遊具使用中に入院となる リ スクは休憩時間中

に運動場な どの校舎外において，遊具使用中に高 く， これ

らの事故によって上肢部を骨折する児童において入院する

割合が高くなっていた． こ のよう に遊具によって上肢部骨

折し入院となる原因には， 転落 ・ 落下が考えられる． 転落

した時の衝撃や転落によって他の児童と の衝突し，重症と

なるリス クが高まっていた 一方， 子どもが遊具使用中に

負傷する と上肢部骨折する割合が高まる との報告もある．
このことから，小学校において入院する よ うな重症な負傷

を減らすには，校庭の遊具， とりわけ雲梯やジヤンク。ルジ、

ムなど転落の危険性が高い遊具使用時の注意喚起が重要で

ある ． 特に低学年児童に対しては重症となる リ スクが高ま

ることを理解した上で，遊具使用時の安全対策を講ずるこ

とが求められる ．

v . 結論

小学校において入院と なる重症の負傷は， 休憩時間中に

校舎外である校庭の遊具使用中に多 く発生しており， とり

わけ雲梯やジャングルジム使用時に転落などによって上肢

部骨折すること によって入院のリスクを高めていることが

捉えられた．よって，入院する負傷を予防するためには，

休憩時間中に遊具を使用する活動において， 低学年児童が

転落を防ぐための対策を強化することが重要でトある ．
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球脊髄性筋萎縮症における laηngospasm の音響学的特徴

【はじめに］ 球脊髄性筋萎縮症（SBMA）は四肢，顔面，

口腔咽頭の筋力低下・筋萎縮を生じる遺伝性の緩徐進行性

下位運動ニューロン疾患である．喉頭に関連した疾患特異

的症状の一つに突発性で一過性の呼吸困難を引き起こす

laryngospasm が報告されおり， laryngospasm を経験した多

くの症例が生命の危機 (life threatening）を感じてい る．

さらに，喉頭機能障害の重症化により気管切聞を要する症

例も存在する． 本研究では， SBMA 患者を対象に音声の

聴覚的判定および音響分析を用いて， 喉頭機能の特徴を定

量的に詳細に検討した．

［方法］ 対象 ：遺伝子診断にて確定診断を受けた SBMA

患者39名 （CAG リピー ト 数38以上）を対象とした． 対象

者には，問診にて，過去 6 ヵ月間の laryngospasm の出現

状況（出現頻度および，出現時の状況）を確認し，過去 6

カ月間で laryngospasm を経験した対象者を with larynｭ

gospasm 群（N=l6），経験しなかった対象者を without

laryngospasm 群（N=23）の 2 群に分類した母音の持続

発声が困難で、あった 2例を除き， 全ての対象者に対して音

声の聴覚的判定および音響学的評価を行った . SBMA 患

者の重症度を， the amyotrophic lateral sclerosis functional 

rating scale-revised (ALSFRS-R), Limb Norris scale および

Norris Bulbar scale を用いて評価した． 音響学的評価には，

リ ニア PCM レ コーダー（R 09HR ; Roland Corporation, 

Shizuoka, Japan）お よびコンデンサ一マイクロフォ ン

(ECM-23日 ； Sony, Tokyo, Japan）にて録音した持続母音

/a／ を Multi-Dimensional Voice Program (MDVP) Model 4300 

(Kay Electrometrics, Lincoln Park, NJ, USA）を用いて 5

つのパラメータ （FO, Jita, ShdB, VTI, NHR）について

解析した． 統計処理には， SPSS ver.19 (Windows 版） を用

い， 有意水準は0.05未満と した．

【結果】 評価を行った日から過去 6 ヵ月間の間で39名中

16名に laryngospasm の出現を認めた．過去 6 ヵ 月間の

laryngospasm の有無によって臨床的および遺伝的背景に有

意な差は認められなかった Laryngospasm の誘発因子と

して，誤明書が最多であった（16人中 12人， 75%）.聴覚判
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定の結果には， laryngospasm の有無により有意な差を認め

なかった． 音響学的評価の結果より， without laryngospasm 

群と比較して with laryngospasm 群は Jita および VTI, NHR 

において有意に低値を示した. ROCs の結果よ り， NHR が

laryngospasm と最も関連が強いことが示された．

【考察］ 本研究において， laryngospasm の有無で聴覚的判

定の結果に有意な差は認められなかったが，音響学的評価

の実施により laryngospasm の発現リスクの高い患者群に

音声学的特徴が検出された 本研究の結果は，発声機能の

包括的評価項目である NHR が SBMA における加yngo

spasm の有用な出現予測因子である可能性を示唆するもの

であった. Laryngospasm の検出に最も有効で、あ っ た NHR

の算出に用いられる主な成因は，声門閉鎖不全（VTI に関

連）および声の周期 ・振幅の揺らぎ（Jita, ShdB） とされ

てい る . With laryngospasm 群における 2 つのパラメ ー タ

(Jita および VTI）の変化には，軽度の内喉頭筋への神経

変性 ・ 脱落および声門聞大・閉鎖筋のアンバランスが反映

されていると推測された． また，本研究において対象とな

った SBMA 患者の多くで， laryngospasm の発生には誤燃

や発声といっ た誘発因子が認められた このことは，

laryngospasm の出現には強力な声門閉鎖を導く明確な誘発

因子が必要である ことを示唆している．本研究の結果より，

laryngospasm の発現メカニズ、ムは以下のように推察できる．

Laryngospasm を生じる患者はた と え laryngospasm が生 じ

ていない状況であっても発声中に過剰閉鎖しており， 誤燃

物をR客出するための咳反射刺激が声門閉鎖を発作的にさら

に強力にする．声門聞大・閉鎖筋のバランスの崩れにより

生じた声門聞大範囲制限によ り，その発作的な声門閉鎖は

ある一定時間継続する，いわゆる laryngospasm が惹起さ

れる

【結論］ 本研究において，侵襲性が少なく，簡易で客観的

かつ定量的な評価方法である音響分析を用いた．喉頭機能

の音響学的評価は， 喉頭関連症状の早期発見を可能にする

だけでなく， SBMA 患者における laryngospasm の病態生

理のさらなる理解を促すことが期待された
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青年期学生における親への認知と子育て観

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究V専修

上村莱奈美

本研究では，青年期学生を対象に親への認知と子育て観

とが関連するかどうかについて検討を行った．親から受け

た育児体験や，両親の夫婦関係などが子どもに影響を与え

ているといった先行研究があった． しかし，親との幼児期

の関わり認知と子育て観の関連や，両親の夫婦関係認知と

子育て観との関連に焦点を絞ったものはあまりなく，結果

も明確ではなかった．そのため本研究では，子どもの子育

て観と親の養育態度認知や， 親の夫婦関係認知との関連が

あるかについて研究を行った．

愛知学院大学心身科学部の学生（ 1 ～ 4 年生）と同大学

院心身科学研究科の大学院生との計226名（男性77名，女

性 127名，未記入22名）を対象に， 2013年 6 月～ 7 月に質

問紙調査を行った． 親への認知については，幼児期の父親

と母親の育児行動尺度と，父親・母親の夫婦関係認知尺度

を用い，子育て観については，子育て観尺度を用いた．

得られたデータを分析した結果，今回の調査では，両親

の夫婦関係認知と子育て観には関連がみられなかった．ま

た，父母の養育態度認知と子育て観にも関連がみられなか

った． しかし，父親の養育態度認知よりも母親の養育態度

認知の方が高い結果となった．子育てを肯定的に捉えてい

るからといって，親の養育態度や夫婦関係を肯定的に捉え

ているといった結果とならなかった．

他方，母親面接の自験例から，実母の養育態度を否定的

に捉えているために，自分の養育態度も否定的になってし

まうのではなく，そう認知することで，逆に実子には肯定

的な態度で接したい気持ちがあるのではないかと考えられ

た．また，両親の夫婦関係が子どもの子育て観に影響する

のではなく，子ども自身の夫婦関係に影響するのではない

かと考えられた．この事例の知見も重ねて考えると，質問

紙調査で、親への認知と子育て観とが直接に関連しなかった

ことも説明されると考えられる．

心理臨床の実践的には，幼児期の親への葛藤を振り返る

ことで，その葛藤を自分の子どもに伝達しないことが先行

研究で示されている 相談の場において，父母のことを語

ることで，親との葛藤を子にあまり与えることなく，子育

てをしていくと考えられる ． その中で語られることは， 肯

定的か否定的かといった二項対立的なものではないと推測

される．

時間の構造化におけるゲームとストレス

の関連

心身科学研究科心理学専攻人格心理学研究 I 専修

大崎省吾

本研究は，時間の構造化におけるゲームがストレスの要

因となりうるかに焦点を当て，ゲームとストレスの関連につ

いて検討する．そして，日常生活の中でゲームが起こった

際に，臨床動作法を用いたストレスコーピングを行うこと

によって，ストレス評価の変イじが起こりうるかを検討する

事を目的として行った． 研究を進めるにあたり， 2 つの仮説

のもとに研究を行った． l つは時間の構造化の中でゲーム

の割合が多い人はストレスを感じやすい，ストレスを抱え

やすいといったゲームとストレスの聞に関連があるのでは

ないか．もう 1 つはゲームをしかけ易い人には共通して特

定の身体部位にストレスを抱えている傾向がみられ，臨床

動作法を用いたストレスコーピングを行うことによって，ス

トレスの軽減ができるのではないか， というものであった．

I 次調査ではゲームとストレスの聞に相関関係は認めら

れなく，その理由は時間の構造化の中においてのゲームの

説明が質問紙に付属したものでは不十分であり，ゲーム自

体について良く理解できていなかったからではないかと考

えた．

2 次調査ではゲームについての説明を個別面接形式で行

う 事によって， 調査対象者にゲームについて理解を深めさ

せ，調査結果の変化がみられるかを調査するも，関連は認

められない． しかし，ボディ・ダイナミクスを用いたアン

ケートの結果から，ゲームをしかけている時に顔に力が入

りがちである傾向が示唆される ．

その為，本調査ではゲームを行った際に顔への動作アプ

ローチを行い，ストレスの変イじが認められるかについて検

討する事を目的として調査を行った結果，有意差が認めら

れた． しかしながら，時間の構造化におけるゲームとスト

レスの関連が認められなかった．有意差が認められた理由
としては， 動作アフ。ローチを行った身体の部位が顔であっ

たことが影響しているのではないかと自分は考える．顔は

他者とのコミュニケーションにおいては重要な部位であ

り，情緒的反応が反映されやすい場所であると考える．そ

の意味でも顔は心理的状態が現れやすく，影響されやすい

場所だということから，ストレスの軽減が窺えたのだと考

える．また，ゲームとストレスの関連が認められなかった

理由はゲームをしかけてしまう当事者の理由や交流を行う

相手との関係性についても加味する必要があった為である

と考える．
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理想自己とアイ デンティティ・ステイタス

一理想自己への関わり方と捉え方

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究V専修

加 藤 宏隆

今研究は， 青年期自己形成における理想自己とアイデン

ティティとの関連を検討したものである．

自己形成を「自己概念」における不一致を是正し， 自己

を肯定的なものにする働きとした上で， 理想自己と現実自
己 との関係の在 り方を調整する作業と考えた． この作業の

中には理想に近づける よ う に現実自己を高めようとする働
きがあり，それを 「理想自己の志向性」 と考えた．また， 「理
想、自己の志向性」 は理想自己を具体的に実現するための働
きがある と考えられ， 自己形成を促してい くものでも ある

と考えられる．
こ の 「自己概念」における自己形成を促す過程と重なる

概念としてアイ デンティティの確立があげられる と考えら
れたため， 理想自己と アイ デンティティ ・ ステイ タスの関

連について検討を行った．
検討目的と して， 表出された理想自己が主観的な意味付

けを持って捉え られた際に， 意味付けの程度や内容の違い

によって，アイデンテ ィ ティ ・ ステイタスの変化を検討し，

加えて理想自己の志向性の高さと低さがどのようにアイデ
ンティ ティ ・ ステイタス と関連するのかとい う ことを検討

するこ と とした また， 理想自己の主観的な内容の意味付

けが問題とされることによって理想自己の内容や価値が違
うものになると考えられることから内容についても考慮す

るこ と に した

結果は， アイデンテ ィ ティ ・ ステイタスの遠いによ り意

味付けが変化する こと，特に理想、自 己に対しての意味を考
える上で 「人生における意味合い， 日常における意味合い，

実現可能性における意味合いにおいての差がアイデンティ

ティ ・ ス テイ タスの聞に表れた

理想、自己の志向性については，理想自己の志向性が高い
ものほ どアイ デンティティ ・ ステイタスは上位地位を示

し， 理想、自己の志向性が低いものほどアイデンテイ ティ ・

ステイ タスは中間地位を示すことが分かつた．理想、自己内

容からは，性格など漠然とした理想自己を捉えるよりも，
容姿や能力などはっきり捉えることのできる理想自己の方

がアイ デンティティ・ ステイ タスは上位地位を示すことが

分かつた．

考察と して， 理想自己に対して理想自己の意味を人生な

どの大きな枠組みで捉えている人の方がアイデンティティ
の確立傾向が高く，理想自己が捉えやすいものであればあ
るほど理想、自己を実現するための具体的な行動や手段を行

うことができると考えられる． そ して， これら理想自己を

達成していく ための働きが理想自己を実現する働きに影響

することによってアイ デンティ ティの確立を促進させ，そ

れぞれの個人が理想と している自己形成を行うことができ

るこ とが考えられた．

成熟に抵抗を示す女性の成長過程

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究 I 専修

河崎 遥香

本研究では，ヨ コ体験グループに参加した女子メ ンバー

のアクアの事例を取り 上げ，エリクソン， E H. の“ライフ

サイ クル論’＼ユング， C. G. の“元型論”という視点から

考察した

アクアは青年期の危機に直面してお り， クやループに参加

した当初は人と距離を取ってしまう，言いたいこ とが言え

ない，女性性に対して否定的， 変化が嫌いなど，様々な問

題を抱えていた． ヨコ体験クゃループでも積極的に他者と関

わる様子は見られず， 部屋の隅に座っていつも同じ人 と少

人数で過ごしている ことがほとんどであった． しかし，グ

ループ活動と ， ある出来事がきっかけで開始する こ ととな

った個別面接を続けていくうちに，アクアの中で心理的な

変化が起こ っていった． 個別面接ではこれまであま り語ら

れなかったアクアの他者への関心，グループでどのように

過ごしたいのかと い う思いなどが語られた．個別担当者は

彼女の気持ちを受け入れ，彼女がより楽にク。ループに参加

できるよう支援した． その結果，少しずつではあるが，今

まで拒んできた新スタッフやメンバー と の関わりが増え初

め，これまでよりも活き活き とグループで活動をすること

ができ るようになってきた． クやループに参加 した当初と比

べる と， より人間ら しい考え， 価値観を持つよ うになって

きている ．

ヨコ体験クゃルーフ。には多種多様なスタッフがいるからこ

そ，アクアにとって異性を意識させたスタ ッフ ， 大人の女

性と してのモデルとなったスタッフ，ただひたすらに彼女

を受容し，親身になり続けたスタッフなど，それぞれの役

割をきっちりとこなすことができたのであ る ． そうしたス

タッフの模範的な態度によって，受け入れられることを体

験できたアクアは，今度は“他者の意見” にも耳を傾ける

こ とができるよう になってきた． そして， ヨコ体験グルー

プを “居場所”と感じ，いつかは来る卒業に対して， アク

アは今心の整理を しようとしている ． これまでず、っと避け

てきた“変イじ”というものを受け入れようとしているので

ある．

しかし， 実際にはまだ十全には変化を受け入れ，自身の

あり方を変容させる こと はできていない． 実際に変容させ

ていく作業に取りかかるにはも う少し時聞がかかるだろ

う． そ して， その作業はアクアに新たな不安を与えるかも

しれない． ヨコ体験クゃループはそんな彼女に対して，不安

な気持ちをしっか りと受け止め， これまでと 同様に受容し

つつ，新たな挑戦を しよ うとしていく アクアを応援するこ

とで， 今後も支援していく こ とになる．
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看護師の二次的外傷性ストレスに関する研究

一共感疲労が看護業務に及ぼす影響の検討一

心身科学研究科心理学専攻人格心理学研究 I 専修

倉田員枝

本研究は， 二次的外傷性ス トレスである共感疲労が， 看

護師の日常業務にどのような影響を及ぼすのかについて検

討する ことを目的としていた．

201 3年 10月 1 5 日～10月 25 日までの聞に， 三重県内のA

病院に勤務する看護職員 146名に質問紙を配布し， 142名

を分析対象者とした内訳は女性が13 1 名（平均年齢40.86

歳， SD= 12.23），男性が11 名 （平均年齢32 .27歳， SD=

6. 5 1 ）であった．

調査の結果， 共感疲労が高いほどアクションス リ ッ プや

認知の狭小化といった失敗傾向が高くなるとの結果が得ら

れた．熟慮性に関しては，共感疲労が高くても慎重に物事

の判断が下せな くなるという こ と にはならず，仕事意欲に

関しで も， 意欲は低下しないと の結果となった経験年数

に関 して は， 経験年数の少ない看護師は共感疲労を引き起

こしやすいが共感満足は得られにくく，認知の狭小化を起

こしやすい との結果となった． さらに現在の仕事に向ける

意欲は明らかに低かったまた，共感疲労に最も大きな影

響を及ぼしているのはパーンア ウ トであ る ことがわかっ

た．

看護師は，刻々と変化する患者の状況に絶えず、気を配 り

ながら迅速な判断が求められる職業である． 注意力や集中

力，判断力が必要であるが，看護師が共感疲労を引き起こ

してしまうと，注意力の低下からミ スを引き起こす可能性

が高ま る と考えられた． しかし， 熟慮性に関しては， 共感

疲労との関連はみられず， 患者の命を預かる とい う医療の

専門家と しての意識が影響していると考えられた． 仕事に

対する意欲も共感疲労との聞に有意な差はみられず＼意欲

は看護師と い う仕事そのものから動機付けられるものでは

ないかと考えられた．またパーンアウ トと共感疲労は互い

に影響し合ってい る ことから その連鎖を断ち切ること，そ

して経験年数の少ない看護師に対しては特に支援が必要で

あることが示唆された．

今回の研究では共感と い う職務の特性から生じてしまう

ス トレスに対してどのような支援ができるのかと いうとこ

ろまでは調査するに至らなかった． しか し， 共感疲労に対

してどのような対策を講じれば共感疲労やパーンアウ ト を

予防するこ とができるのか と い うことを検討してい くこと

は， 今後の重要な研究課題であると考える ．

思春期・青年期の内的成長過程に関する

一考察

心身症状を持つ高校生の事例

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究 II専修

近藤果 里

本研究は，思春期 ・ 青年期の過程で様々な苦しみを体験

しながらも内的に成長していったあ る高校生女子の事例研

究である ． 青年期とはアイデンティ ティの確立に向かつて，

自分とは何かを考え始める時期であるとされてい る． 近年，

青年期の延長と い う事が言われている 時代の変化と とも

に人間の発達も変化していく． 青年期の「自分探し」とい

うテーマに向かう と き， 人間の個別性の重要性を実感し，

事例研究の必要性を感じた． 本研究では事例Hを通し， 青

年期危機や友人関係，心身症， 解離などい く つかの視点か

ら，一青年期女子が自分を確立させていく過程でどのよ う

な問題が起きて くるのか， どのように変化してい くのかを

考察した

筆者との心理面接は約 l 年 2 ヶ月 の聞に全 1 5回行なっ

た 面接の中で事例Hは涙を流しながら学校での出来事を

語った．思春期 ・ 青年期な らではの苦しさが聞かれ，この

時期の友人関係の複雑さや重要性を感じさせられるもので

あった．さ らに，青年期女子における友人関係というのは

男子と はまた違った特別な重要性を持っている と感じさせ

られた． また， 小・ 中学校で起こったいじめられ体験の辛

さ ， 二度と体験しないためのHの過剰な努力も語られた．

い じめられ体験によ ってHの思春期 ・ 青年期の苦しさは増

大していたのではないだろうか．いじめがその後の行動や

思考へ大き く影響を与える可能性を見出した

様々な身体症状を来し，記憶が飛ぶという解離症状もあ

った． 学校や友人関係への過剰適応，内的感情を我慢し続

けたこと，溜めこんだス トレスなど，い くつかの要因が絡

み合って起きた症状である 言葉で表現できなかった怒り

や悲しみ， Hのあらゆる思いが涙や様々な症状として表現

されたと考えられる．面接室と いう守られた空間で， 日常

生活とは関わりのない面接者へ話すことはHにと って気兼

ねなく話すことのできる貴重な時間であった．

青年期とは常に何らかの悩みをもってお り， どこかでそ

れを表現し， 受け止めてもらい， あるいは共感しても らう

ことで安心し，安定していく Hは自分の言葉で一生懸命

に話し，筆者は真剣にHの悩みを受け止めることで信頼関

係を築いていった． 青年期を乗り越えるためには， 周囲の

人々が青年 l 人 l 人の悩みに真剣に向き合う ， 受容すると

い う真塾な姿勢が必要であると思われる ．
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話し手についての認知が皮肉発話の解釈に

及ぼす影響

一過去の言動の効果一

心身科学研究科心理学専攻社会心理学研究専修

清水勇 太

皮肉（irony）には， 多様な解釈の余地が存在している ．

皮肉の解釈に影響する要因として，状況や聞き手の個人特

性などが検討されてきた． しかし，話し手がどのような人

物であるかといった，話し手についての認知の影響を検討

した先行研究は少ない 本研究では， 話し手についての知

識が話し手の期待を推測する手がかりとして利用されるか

どうかと ， そうした手がかりが発話の解釈の際にどのよう

に影響するのかを検討した．

実験 l では 2 つの独立変数を設定した 第 1 に，先行提

示材料によって，話し手を皮肉を使用する話し手と皮肉を

使用しない話し手に分けた（先行提示材料要因） 第 2 に，

材料中の話し手が全て同一人物である条件と全て遣う人物

である条件を設定することで 話し手の情報の利用の可否

を操作した （話し手の同一性要因） ． しかし，実験 l では
どちらの要因の効果もみられなかった その原因について

2 つの可能性が考えられた． l つは，秋元・巴元（2007)

の皮肉らしさはいったん知覚されたあとで情報を考慮して

低減処理を行うと いう研究結果から，実験 l の評定材料は

単独では皮肉らしさが中程度であったため， 皮肉らしさの

低減の処理が行われなかったと いう可能性である． もう l

つは評定材料の中でターゲッ ト の責任の有無 （責任要因）

が混在したことで， 要因の効果が小さくなって しまった可

能性である．

実験 2 では， 責任要因の影響仁 皮肉の低減処理が行わ

れたかどうかについて検討した そのため，独立変数とし

て評定材料でのターゲッ ト の責任の有無 （責任要因） と話
し手の同一性要因を設定し， 評定材料に皮肉らしさの高い

ものを使用した．実験の結果，話し手の情報を利用できな

い非同一条件は， 話し手の情報を利用し，否定的な期待を

推測できる同一条件よりも皮肉ら しさ， 攻撃性，ユーモア，

相手への配慮、の評定が低くなった．また，責任要因の影響

は認められなかった． そのため，実験 l で結果に影響を与

えたものは責任の有無ではなく ，処理の問題であると考え

られる ．

話し手の情報から否定的な期待が推測できる場合には皮

肉らしさの低減処理が行われず，否定的な期待を推測する

ための情報がない場合には皮肉らしさの低減処理が行われ

ると考えられる． 本研究では，話し手についての認知が，

話し手の期待を推測するための手がかりとして利用されて

いることが示された． そして，否定的な期待を推測するた

めの情報の有無が皮肉の解釈に影響を与えている可能性が

示唆された．
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仮想的有能感についての研究

一自我状態との関連

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究H専修

杉山 誠能

本研究では「自己の直接的なポジティフゃ経験に関係なく ，

他者の能力を批判的に評価 ・ 軽視する傾向に付随して習慣

的に生じる有能さの感覚」である仮想的有能感と交流分析

における主要概念である自我状態との関連を明らかにし，

かっ仮想的有能感の高い人物の人格特徴を自我状態という

観点、から捉える為に，有能感タイプ聞の自我状態の量的違

い，及びエゴグラム・パターンの関連を明らかにする事を

言式みた．

本学大学生を対象に ACS之， TEO II, Rosenberg の 自尊感

情者尺度翻訳版（桜井， 2000）を用いて調査を行い，他者

軽視傾向と 自我状態の相関係数を求めた所， ACS-2 と 自我

状態との聞に有意な関連は示されなかった． しかし， 性差

の要因を加えた所， 男性は他者軽視傾向と AC に，女性は

他者軽視傾向と Aに有意な弱い正の相闘が見られ，他者軽

視の際に男女で用い る 自我状態が異な り， それと関連して

他者軽視に伴う体験が違う事が推測された

一方，有能感タイプで自我状態の違い求める為に一元配

置分散分析を行った所， 尺度の平均得点、に有能感タイプで

有意な差が見られる事が示された 平均値の比較から，仮

想的有能感の高い典型型とされる仮想、型は，自尊型と比較

して NP が低い事が，自尊型 ・ 全能型と比較して CP ｷ FC 

が低い事が示唆され， 一方で AC はそれらの型と比較して

高い事が示唆された．なお，萎縮型との聞に自我状態の違

いは見られなかった．この事から，仮想、型は自尊型 ・ 全能

型に比べ， 既存の枠に捕われず柔軟である一方， 責任感や

倫理観に乏しい事や，感情や欲求を素直に表出できず，抑

うつ気分を味わう事が多い事が考えられる事が示唆され

たまた， 協調的で忍耐強く ， 他者に寛容で、あるが， 自己

主張をする事ができない為に反動として怒りを表しやすい

事が考えられた．

最後に， 有能感タイ プとエゴグラム ・ パターンの関連を

求める為に対応分析を行った結果，仮想型の近くには AC

優位型， N型， U型， W型が布置された． また， 仮想、型の

みに見られたパターン として CP 低位型が見られた． この

結果から仮想型の人の特徴として， 主体性に欠け何事にも

受動的である為に自己主張できない事や，自分を楽しませ
ずに他者に尽くす為に自己主張できない事，高い批判性が

あるにも関わらず，他者の顔色を見ている為に自己主張で

きない事が示唆され，葛藤状態に陥りやすい事が推測され

た． また仮想、型に特有のパターンから，仮想、型は萎縮型と

自我状態の在り方が似ているが， より無責任で、あったり ル

ーズであったりする傾向にある事が推測された．



臨床動作法を用いたストレス軽減への一試案

一目の疲労について一

心身科学研究科心理学専攻人格心理学研究 I 専修

平野明啓

本研究の目的は， A大学の学生に臨床動作法を適用し，

眼疲労自覚症状の変化，自覚的ストレス反応，視力の変化

を見ることである．そして，限疲労自覚症状，自覚的スト

レス反応，眼精疲労の緩和に臨床動作法を利用する根拠の

提示に貢献しようとするものであ る . 2014年 1 月に実験

参加者 10名（男性 5 名，女性 5 名，平均年齢25 .2歳）に

臨床動作法を体験してもらい，山田・堀川・藤川 ・ 和田・

三戸 （ 1988）によ って作られた目疲労自覚症状調査票，

PHRF-SCL (SF），遠見視力検査を使用し，眼疲労自覚症状，

自覚的ストレス反応，視力の臨床動作法体験前後の変化を

見た．

結果，限疲労自覚症状の質問項目のうち，「部分的にぼ

やけて見える」と総合点において有意差がみられ， 「物を

見つめていると，ぼやける 」 「目がゴロゴロ（コロコロ）

する」において有意傾向と解釈することができた．自覚的

ストレス反応の下位尺度のうち，「不安・不確実感」にお

いて有意差がみられ， 「うつ気分・不全感」において有意

傾向と解釈することができ，精神的ストレス反応は改善さ

れたが，セッ シ ョンの少なさから，「疲労・身体反応」 「自

律神経症状」 において有意差がみられず， 身体的ス トレス

反応の改善は支持されなかった． 動作前後で「右目視力」「左

目視力」ともに有意傾向と解釈することができ，眼精疲労

が改善されたことが明らかとなった．

以上のことから，顔系動作の弛緩による 「希望，解放感

とも結びっく視覚的感覚を伴う自体感の気づきと体験」 等

により，本来の自分のエネルギーを取り戻した感覚を得て，

よりよく 見ようとすることで眼精疲労を緩和し自の調節機

能を回復させ，目疲労自覚症状， 自覚的ス ト レス反応を緩

和させるという仮説は証明された．

臨床動作法的援助を用いた

ストレスマネジメントに関する研究

一介護施設職員に用いた場合一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究IV専修

古平 葉子

我が国の高齢社会の進展と相まって，高齢者施設数や施

設サービス利用者が年々増えてきている ． その中で，施設

に従事する介護職員の離職率や職員不足，虐待など， 多く

の問題が指摘されている．その背景には，労働環境レベル

の問題，職員の技能不足やストレス， バーンアウ トの問題

などがあり，数多くの研究で指摘されている． しか し， 介

護現場の職員を対象に直接的な援助介入を行った研究は少

ない．そこで本研究では， 肉体的にも精神的にもスト レス

を抱えやすい介護職員の，ス トレス軽減および， ストレス

マネジメントにつながる技法として，臨床動作法を実施す

る．そして，その効果と今後ストレスマネジメントと して

どのよ うに取 り入れていくか，介護現場での臨床動作法の

可能性について検討する．

調査は介護老人福祉施設と認知症対応型生活介護の職

員，計 1 5名に実施した．質問紙は SRS-18 とパーンアウト

尺度を用い，臨床動作法実施前後に質問紙の回答と，その

時の体の感じゃ感想、の聞き取りを行った．調査で得られた

回答の結果， SRS- 18 の 「不機嫌 ・ 怒 り」と「無気力」 で

有意差が確認された 「抑うつ ・ 不安」において は， 有意

差はみられなかったものの 臨床動作法実施前後で数値は

下がっており，日常的に経験するストレス反応が軽減され

たことが示唆された． また，パーンアウ ト尺度においては，

「情緒的消耗感」 において有意差がみられている．口頭で

の聞き取りでは，全体的に“からだ（腰）が楽になった，

軽くなった”や，“沈む感じ” “からだが床についたかんじ”

“リ ラックスしている”“気分がいい”という感想が聞かれ

た
本研究の結果から， 臨床動作法の初学者でも，短時間の

単回試行でも， 日常的に経験するストレス反応を軽減する

ことが可能であ り，介護業務で感じるス トレスの軽減にも

つながると考え られる ． 臨床動作法は，時聞に追われるこ

との多い介護職のス トレス軽減に効率的であり， 取り入れ

やすいス ト レスマネジメン ト法ではないだろうか． また，

ノ守一ンアウ ト の特性を考慮する と， 今後は，介護職員自身

が臨床動作法を習得し，職員同士で臨床動作法を短時間で

も継続的に行なう事で，介護現場の離職や虐待といった問

題の緩和や， バーンアウトの予防につながるのではないか

と考えられる．

本研究の今後の課題として 参加者数を増やし統制群を

お く こ と， また， 臨床動作法の実施回数を多 くし調査を行

うことで，より 明確に臨床動作法のス ト レスマネジメント

法としての効果や可能性を検討でき る と考える ．
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ヨコ体験グループの治療的意味について

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究 I 専修

堀田貴大

不登校は現在も高い割合で推移しており，青年期におけ

る代表的な問題でもある．不登校とは青年期における停滞

により個別化と社会佑の適切な釣り合いを失っている状態

を指すが，青年期は“移行期”であるがゆえ支援は困難で

あり，今日なお不登校に有効な支援は十分に立証されてい

るとはいえない

筆者はこの不登校支援を目的としたヨコ体験グループに

2 年間関わってきたが，グ、ループアプローチは治療として

位置づけられていない場合が多い中， ヨコ体験クゃループは

14年の活動の中で高い成果を上げてきており，十分治療

として機能していたと思われる．そこで本研究では，筆者

が参加した 20 1 2年度のヨコ体験クゃループの活動や経過を

もとに，治療構造，グループサイコセラピーにおける治療

因子，発達課題の視点から，それぞれヨコ体験クゃループの

治療的意味について考察することとした

治療構造についてはヨコ体験クやループの独自的な治療構

造である「年間活動の構成とその意義について」，「クゃルー

プ・サイクルの意義について」，「合宿の意義について」，「卒

業の意義について」，「セッションの意義について」，「セッ

ション外の活動の意義について」，「スタッフの人数につい

て」，「グ、ルーフ。成員の年齢層について」の 8 つの側面につ

いて，グループサイコセラピーにおける治療因子の視点、か

らは「普遍性について」，「情報の伝達について」，「愛他主

義について」，「社会適応技術の発達について」，「模倣行動

について」，「グループの凝集性について」の 6 つの因子に

ついて，発達課題の視点からはヨコ体験クゃループでのメン

ノてーの関わりのあり方やグループの柔軟性についてそれぞ

れ考察した

以上より，ヨコ体験グループは社会の中で「居場所」を

失ったメンバーにそれを提供し，メンバーはその「居場所」

の中で様々な経験を通しながら適応的な言動や行動を学ぶ

ことができ，この経験こそがメンバーの成長を促進させる

と言える．

ヨコ体験クゃループはエンカウンター・クやループ的，合宿

療法的，生活療法的，遊戯療法的，作業療法的，表現療法

的，レクリエーション療法的など様々な側面を持つが，そ

のどれにも収まらない多面的で、包括的で統合的な治療を可

能としており，その多様性や柔軟性は様々なメンバーに対

し幅広い対応を可能にしているとも言える．グループとい

うコミュニティの中でヨコの広がりを促すこと，すなわち

“社会化の育て直し”をすることは，不登校等で悩むメン

ノfーに対し優れた治療的効果を発揮するのである．
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SNS における会話経験とカウンセリング的

効果の関連についての考察

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究IV専修

三 木里江子

本研究は，ソーシャル・ネットワーキング・サービス

(Social Networking Service）の利用者を対象に，「SNS 上で

の他者との会話」が，現在の大学生にとってどのような意

図をj寺ってf子われているのかを明らかにすることを目的と

している ．

一度目の調査の結果，大学生の約 7 割は SNS を利用し

ているものであり，中でも Twitter の利用者が多かった．

回答してもらったネット自己開示動機尺度（野口， 2011)
と SNS 交流動機尺度を因子分析にかけた結果，ネット自

己開示動機尺度からは先行研究と同じ 3 因子が抽出され，
SNS 交流動機尺度からも「感情整理」「コメント希求」「SNS

必要」の 3 因子が抽出された この二つの尺度における因

子は，いずれも中程度から高い相関を示している．

SNS での会話経験と前述尺度の下位尺度を t 検定にか

けた結果，上記 6 つの因子の内 5 つの因子で有意差がみら

れた．このことから， SNS での会話経験の有無は，感情

整理やコメントをもらうことを，出来事を共有することに

対して求める要因となることが分かった．

Twitter を使用する人に限つては感情整理，ネガティブ

な気分を話すこと，物事を他者と共有することに関して，

女性の方が強く思う傾向があり，他者からの意見，物事の

共有，感情整理，他者からコメントをもらいたいと思うこ

と， SNS を必要だと思うことに関しては，会話経験のあ

る人の方が強く求める傾向にある
二度目の調査では， SNS 交流動機尺度をいくらか訂正

したものと， UCLA 孤独感尺度日本語版を使い，質問紙調

査を行った 調査の結果， Twitter と L刑E の使用者にほぼ

二分された SNS 交流動機尺度は項目を変えたため， SNS
への依存傾向測定尺度と名前を変更した．この尺度からは
「交流希求」「匠名性」「現実への侵入」「SNS 必須」の 4 つの

因子が抽出された性別と孤独感，抽出された 4 因子との

関連を調べると，孤独感の強さと SNS を必須だと思うこ

とは，特に女性において比例して強くなることがわかった．

現実社会でのグループに重きを置いているのか， SNS
でのグループに重きを置いているのか，そのどちらのグル

ープにおいても SNS が交流ツールとなっているとしたら，

青年期の若者にとって SNS はもはや必要不可欠なものに

なると言える．青年期は孤独感が高まり，他者の目が気に
なってくる時期でもあるーそうした成長過程の中で，どの

ように SNS を使用して自己実現を行い，他者と交流して

いくのか．また SNS とどのように付き合っていくことが

望ましいのか．その指針仁臨床の補助道具として SNS

をどのように使用していくと，より心理療法が効果的にな

るのかを検討することは，今後の臨床分野の発展につなが

ると考えられる．



怒り反すうと心理的特性に関する研究

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究IV専修

皆川彩菜

怒り反すうとは，怒り感情を体験し続けることであり，

内的にネガティブな影響を与える可能性がある．また，怒

り反すう傾向が高いと，周囲と関わりを持つことを避けた

り，相手への報復を考え，それが実際に攻撃行動となるこ

とで，周囲から関係を持つことを避けられてしまったりす

る可能性がある ． そのため，青年期に怒り反すう傾向が高

いことは，良好な人間関係の形成や，健全な精神発達にネ

ガティブな影響を与えると考えられる．そこで，本研究で

は怒り反すうがどのような心理的特性と関連しているのか

検討するため，自己愛，境界例心性， ヒステリー，強迫神

経症を取り上げ，質問紙にて 517名の学生に調査を行った．

その結果，怒り反すうは自己愛，境界例心性，強迫神経

症なとやのパーソナリティ特性と明確な関連があることが示

された．特に自己愛に関しては，自己愛の過敏特性が高い

人は怒り体験について考えやすく，過去の怒り体験につい

て想起しやすいことが認められた．誇大特性に関しては，

自 己愛人格目録短縮版では怒り反すう尺度との関連はごく
一部であり， 注目・賞賛欲求が高い人は怒りについて意識

が向きやすいことが示された． 一方，自己愛的人格項目群

においては，自己誇大感が強く権威的操作志向が強い人も

怒り反すう傾向が高いことが示され，自己愛的な特性の中

でも怒り反すうと関連がある側面と関連のない側面とがあ

ることがわかった．また，過敏性の因子，誇大性の因子い

ずれも怒り反すうと関連があったことより ， 自己愛性ノfー

ソナリティ障害の人は怒り反すうをしやすく，カウンセリ

ングを行う上での怒りのコントロールが重要となると考え

られた．

怒り反すうが高いことは，怒り体験や怒り感情に拘泥し，

客観的な視点を持ちにくく，合理的な思考を妨げることに

つながると推測される．つまり， 自 己愛性ノ号ーソナリティ

障害，境界性ノfーソナリティ障害，強迫性障害などの治療

を進めていく上では，怒りなどネガティブな体験の反すう

が治療の進展を阻む恐れがあるといえる カウンセリング

の場においては，反すうを起こりにくくすることへの配慮

や，怒りの適切な表出の仕方についても同時に考えていく

べきであろう

職場内におけるアサーションの研究

一社会的関係の認知の影響について

心身科学研究科心理学専攻人格心理学研究 I 専修

安田悠華

わが国では 1998年から自殺者が急増し，昨年も 3 万人

近い結果となっている．被雇用者の自殺に至る危機経路の

中には職場の人間関係とうつ病が挙げられ，特に 「 うつ病

→自殺」が最も危険連鎖度が高いとしている． うつ病は自

殺の原因であると同時に，様々な要因が複雑に関係した結

果でもあるため， うつ病の予防，ないし自殺の予防は総合

的な視点から行われる必要がある．仕事に関して強い不安

やストレスを感じている労働者は多く，「職場の人間関係

の問題」が最も多い結果となっている 実際にメンタルヘ

ルス不調で、休業や退職せざるを得ない人は多く存在してい

る

職場内の人間関係は，役職などの立場の違い等により，

より複雑なものであると推測できる．職場の人間関係が複

雑であるがゆえ，上手くコミュニケーションが行われてい

ない場合も多く，コミュニケーションを取り巻くストレス

は大きいと考えられる．

本研究では，自己表現のスキルであるアサーショ ンとス

トレス，満足度にどのような関係があるのかを大学職員

118名 （男性54名，女性61 名，性別不詳 3 名）を対象とし

て検討した．その結果，アサーションが高い人は仕事満足

も高く，「不安・不確実感」というス トレス反応が弱いこ

とがわかったまた，仕事満足が高い人は生活満足も高か

った． 役職がついている人はついていない人よりもアサー

ティブであった．社会的関係別で見ると，部下，同僚の順

にアサーティブになりやすく，上司が最もアサーティブに

なりにくいという結果になった．

これらの結果から，アサーションがストレスや満足度に

影響していることがわかり，アサーションのメンタルヘル

ス対策としての機能が示されたと考える．また，職場の人

間関係はより葛藤的であることがわかり，このような日本

特有の文化や習慣，職場内の関係を考慮しながら，状況に

合った適切な自己表現の仕方を模索し，学んでい くことが

必要であると言える．アサーションを含む対人スキルは，

繰り返し実行するという訓練によって身につけることがで

きる．今後の経験やアサーション・トレーニングによって，

応用の利くスキルを学んでいくことは， 状況に合わせた適

切な自己表現ができるようになることを示している．これ

はつまり，アサーションスキルを獲得していることにより ，

葛藤的な状況でも人々はアサーティブに振舞えるようにな

るのである．アサーティブなやり取りがなされることで，

人々のメンタルヘルスが高まり，結果的にメンタルヘルス

不調の予防や発見に繋がっていくと考える．
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メイクアップ。とパーソナリティの関連について

一女性が自分を見せるということ一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究IV専修

山口明日香

女性がメ イク行動を行う際には， 様々な心理的要因が働
いていると考えられ，また，そこには性格的要因も関係し

ていることが示唆される．

そこで本研究では，パーソナリティ を性格特性と類似し

た意味で用い， 自己および他者への関心とレジリエンスに

注目した． その上で，女性のメ イクアップ時のメ イ ク濃度

とパーソナリティの関連について検討した．調査は女子大

学生および女子大学院生220名に質問紙を用いて行った．

結果，普段のメイクに比べ，モチベーショ ンが高い時は

メイク濃度が高くなる傾向にあり，疲れている時は， メ イ

ク濃度が低くなったことから，メイ ク濃度と心的余裕には，

関連があ る ことが考えられる

また，普段のメイ ク と他者意識尺度の各因子との関連を

調べた結果，普段ややへヴィーメイクを している人は内的

他者意識 ・外的他者意識 ・ 公的自意識が高 く， メ イ ク濃度

との関連が見られた． このことから，普段ややへヴィ ーメ

イクの人は，他者がどのように感じているのかを敏感に捉

九他者の外見に対する注意や関心が高く ，自分自身の外

見や他者からの評価にも注意を向けている と言える．

次に， 普段 ・ モチベーションが高い時 ・ 疲れている時の

それぞれの状態でのメイ ク濃度において， 精神的な回復力

と の関連を検討したが， 認められなかった． しか し， 無相

関検定の結果から感情調整と外的他者意識および公的自意

識に負の相闘が認められたことから， 普段やや濃いメイク

をしてい る人は，外的他者意識・ 公的自意識が高いため，

感情調整との関連が高いことが示唆される．よって， 新し

いものや出来事に対し，積極的に取り組むことはできるが，

他者からの意見や感情に揺さぶられやすい と推測される．

精神的な回復力 とい うのは， メ イ ク濃度に関係なく ， ス ト

レスの内容や， その時の精神状態によって左右されると言

える

メ イ クアップは女性の心理的面において， 大きな作用を

もたらしているこ とがわかった． メイ ク アップされた顔は，

その時々の，女性の心理状態を指し示していると推測でき

るため， メ イ ク状態から個人をアセスメン ト する一つにな

る と考え られる ．

今後の諜題と して，メ イ クアップとパーソナリ ティの関

連について，他者評価を基に検討する．また男性にとって，

心理的作用や身体的変化を伴うものは何に当たるのか， と

いうことも検討し 調査を行いたい

高校生における過剰適応と攻撃性の関連

心身科学研究科心理学専攻臨床心理学研究II専修

横井佑 太

過剰適応と は， 環境からの期待や要求に対し， 内的な欲

求を無理に抑圧してでも， 外的な期待や要求に応える努力

を行うことである．本研究では，過敏型の自己愛と同様の

特徴を示していることから， 過剰適応を過敏型の自己愛と

仮定して行った．

青年期の時期には， 友人との関係が大きな意味を持ち，

友人から承認されるために社会的スキルを身に付けようと

努力する傾向があ り， 自己愛要素の一つである承認欲求が

強まると思われる．また， 「よい子」 「普通の子J と呼ばれ

ている人であっても，残酷な殺人事件を犯していること を

考慮すると， 過剰適応と他者に向けられる攻撃性との関連

が考えられる． そ こで， 本研究では過剰適応と共通する点

が多い過敏型の自己愛要素の一つである承認欲求を取り上

げ，青年期における高校生の過剰適応と承認欲求との関連，

お よ び過剰適応と攻撃性との関連について検討するこ とを

目的とする．

高校生における過剰適応と承認欲求および攻撃性との関

連を検討するため，高校生に対して質問紙調査を行い，

283名 （男子 146名， 女子 137名）を対象に分析を行った．

その結果，過剰適応者は， 承認欲求が強いことが示され

た 特に，過剰適応者は， 他者評価に敏感で、， 他者から拒

絶され見捨てられるのではないかという不安ゆえに， 他者

の顔色を伺い， 他者の反応を見てから自分の行動を決定し

ている こ とが推測された．また過剰適応は，過敏型自己愛

と 同様に，他者評価に敏感， 抑制的，他者志向的という特

徴を示すものの，その特徴に反して怒り表出を行う傾向に

あると示された． しかし，同時に怒り抑制を行い， 罪悪感

を抱きやすいという結果が得られた． 過敏型自己愛者は，

理想、の自己イメ ージ と現実の自己イメ ージとのギャップに

苦しむ． そして，承認されないという体験が，恥の感情を

生じ させ，未成熟な誇大自己が刺激されることで， 怒りが

生じると考えられた 今後の課題として，怒り表出と過剰

適応との関連が示されたが，今回使用した攻撃性の尺度は，

怒りの対処行動を測定するものであり，広い意味での攻撃

性を測定する尺度であった． 今後は， 攻撃性を測定する尺

度を変えて過剰適応の攻撃性を検討する必要がある． また，

高校生においては，学校が最初の援助を行う機関になる可

能性が高い． したがって，過剰適応を予防するための知見

を学校に還元してい くことが今後の課題となる．
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運動指導者を目指す学生に WBT 教材を

利用した際の学習効果

心身科学研究科健康科学専攻健康スポーツ医学研究 I 専修

池山将成

［背景］ 厚生労働省は平成20年度より特定健康診査・特

定保健指導の実施を義務化した．特定保健指導の運動指導

者として健康運動指導士があげられており，健康運動指導

士の養成が急務の課題となっている 一方，急激なインタ

ーネットインフラの拡大に伴いパソコンやスマートフォ

ン，タブレットの普及が進んでいる．このインターネット

インフラの拡大に伴い教育分野でも eーラーニングと言わ

れるパソコンやスマートフォン，タブレットなどを使用す

る学習方法や，ネットワークに接続して学習する WBT 教

材等がある．そこで本研究では健康運動指導土を目指す学

生に WBT 教材を用いて学習を行った際の学習効果につい

て検討した．

【方法】 対象は2013年度春学期の「バイオメカニクス」

の授業を受講している学生86名であった．実施期間中に

WBT 教材を使用 した群（17名）と， WBT 教材を使用して

いない群 （69名）であった 全ての対象者には， 模擬テ

ストと小テストを行わせ，さらに文章によるアンケート調

査も実施した． 小テスト，模擬テストの WBT 教材使用者

と未使用者の点数の比較においては Mann Wh itn巴y のノン

パラメトリツク検定を用いて，統計解析ソフトは SPSS

(19.0J for windows）を用いた．有意確率は危険率 5%未満

を有意とした

［考察］ アンケート調査では 86名中 83名がスマートフォ

ンを所持しており，インターネットの接続率が 100%であ

ったため WBT教材を利用する環境は整っていたといえる．

しかし， WBT 教材使用者は 1 7名と全体の約20%であった．

WBT 教材を利用していない理由をアンケート調査したと

ころ， WBT 教材を利用する際のログイン作業が面倒であ

る，運動指導者の資格を必要としていない， WBT 教材の

存在を忘れていたことが判明した．第 l 回小テストでは

WBT 教材使用者と WBT 教材未使用者に有意な点差はな

かったが，第 2 回小テスト，第 3 回小テスト，第 2 回模擬

テストでは WBT 教材使用者が WBT 教材未使用者よりも

有意に高い点数となった WBT 教材は解答・解説がフィ

ードパックされることにより学習効果が高まった可能性が

ある．

【結論】 WBT 教材使用者は WBT 教材未使用者よりも模

擬テストまたは小テストで有意に高い点数となり，運動指

導者を目指す学生に WBT 教材使用は有用であることが示

唆された．

青年期女性に対する健康教育

－母性保護の観点からみた健康支援を考える一

心身科学研究科健康科学専攻健康教育評価学研究専修

糠谷敬子

大学在学期間は，女性にとって思春期から性成熟期への

移行時期であり，この時期にリフ。ロダクティブヘルス（性

と生殖に関する健康）について理解することは，極めて重

要である． しかしながら，わが国では大学を含めて妊苧性

に関する教育は十分で、はない．そこで，母性保護の観点か

ら女子学生の健康問題を明らかにし，今後のライフイベン

トである妊娠，出産，育児への意識の向上と行動変容を目

指す健康教育や健康支援を実施するための基礎資料を得る

ために，愛知学院大学女子学生を対象に調査を行った．

「学生の健康白書」によると，女子大学生は低体重が減

少し肥満が増加傾向にあったが，本学では，低体重と肥満

の両方が減少傾向にあった 月経異常の調査では，女子学

生の半数が月経随伴症状や無月経などに悩み，約 3 人にひ

とりがひどい月経痛，月経不順を自覚していた一方で，産

婦人科を受診したことのある学生は 2 割にとどまってい

た肥満度別では，肥満（ I 度）の女子学生は，低体重，

普通体重，肥満（ 2 度以上）の学生よりも，月経異常，月

経痛，月経不順のいずれもが低率であった．月経随伴症状

のために保健センターを受診した学生では，月経痛への対

処法は鎮痛剤の服用が主であり，低体重者において月経随

伴症状が重症傾向にあった．低用量ピル治療中の学生への

インタビューでは，治療により月経随伴症状が軽減され

QOL が改善していた．

以上のように，多くの女子学生が月経に伴う問題を抱え

ているにも関わらず原因療法（医療機関への受診）につな

がっていなかった． 産婦人科を受診する若い女性が増えれ

ば，身体的・精神的な改善だけでなく，妊娠についての知

識の向上も期待できる．

不妊治療の問題，卵子老化の現実などについて今の日本

の女性があまりに知らない．今後は学校教育の中で女性た

ちが正しい知識を持って人生設計を考えていけるように援

助していく必要がある．女子学生にリプロダクティブヘル

スについて理解を促し，彼女らが自分自身の女性としての

将来設計を意識し体調を整えていくことを目標とした健康

教育・健康支援を実施していきたい
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マウスにおけるビタミンA欠乏と

ミッドカインの発現変化についての研究

心身科学研究科健康科学専攻栄養機能学研究専修

坂本祥子

ミッドカインは，旺性腫療細胞（EC 細胞）をレチノイ

ン酸（ビタミンA酸）で分化誘導した際に発現される遺伝

子の産物として見出された．マウスおよびヒトのミッドカ

イン遺伝子の上流域にはレチノイン酸受容体の機能的結合

部位が存在することが解明されている． ミッドカインとプ

レイオトロフィンはファミリーを形成する このミッドカ

インとプレイオトロフインをともに欠損させたダブルノッ

クアウト（DKO）マウスは，産まれ難い，幼児期成長不良，

雌の生殖能力の著しい低下，高度な難聴などの異常が認め

られた．ビタミンAの欠乏症では，成長不良，生殖，視覚，

聴覚に異常が現れることが知られている このようにビタ

ミンA欠乏と DKO マウスの症状には多くの類似点が認め

られる．これらのことから，ビタミンAがミッドカインの

発現に強く関わっていることが示唆された．そこで今回，

ビタミンA欠乏マウスの脳と腎臓におけるミッドカインの

発現量を調べた．

雌の！CR マウスを用いてコントロール食群とビタミン

A欠乏食群に分けて飼育した．ビタミンAの量は，肝臓の

ビタミン A を抽出し， HPLC で定量した． ミッドカインの

発現量は脳と腎臓から RNA を抽出し，リアルタイム PCR

法で解析した．その結果，ビタミンA欠乏食で飼育したマ

ウスは，飼育開始 8 ヶ月において肝臓のビタミンA量は検

出限界以下にまで減少していた．これらのマウスは，限の

網膜の組織染色等により，ビタミンA欠乏状態に陥ってい

たことが判明した． しかし， ミッドカインの発現量は，コ

ントロール食群に比べて，腎臓では約 112 に低下したもの

の，脳では差は認められなかった．このことから，腎臓で

のミッドカインの発現には，一部ビタミンAが関与してい

るが，脳におけるミッドカインの発現にはビタミンAは関

与していないことが判明した
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言語治療に難渋した機能性構音障害による

口蓋化構音に関する研究

一音声学的および音響学的検討

心身科学研究科健康科学専攻 言語聴覚科学研究専修

高津 淳

機能性構音障害における構音の誤りは，置換や省略など

の構音発達の途上でみられることが多く，特異な構音操作

による誤り（異常構音）も認められるが，その発生メカニ

ズムは明らかになっていない．近年では，機能性構音障害

の原因の一つに音韻処理能力の問題（音韻障害）が指摘さ

れており，難治例の背景には音韻障害が存在する可能性が

ある．本研究では，口蓋化構音（PA）を呈する機能性構

音障害児において，言語治療に難渋した経過中に言語聴覚

士による聴覚判定と客観的指標として有用な音響分析を実

施した．

I 聴覚判定における単語復唱課題では，口蓋化構音，置

換，歪みを含めた誤り音は集中的に構音訓練を実施し
た期間で減少を示した． しかし，訓練期間の延長に伴

い，誤り音の出現率は再び増加した 口蓋化構音につ

いて，歯茎鼻音 In／ は歯茎破裂音／ν， ／di に比べて改善

が困難で、あった．後続母音において，口蓋イじ構音は母

音／a/, /u／に出現率が高く，置換では母音 Iii, /el が高い

結果であった．目標音の語音位置別における誤り音の

出現率の差は認められなかったが，吃音症状出現時は

語頭での誤り音が有意に減少した

2 音響分析では，歯茎破裂音 It／ の口蓋化構音が軟口蓋

破裂音M に類似したピーク周波数を示した吃音症

状出現時，音節の繰り返しゃ発話成功部分の歯茎破裂

音 It/ には spike fill が認められず＼明瞭な判定が困難

であった

これらの結果から，本症例では構音と音韻レベルの問題

が併存する可能性が示唆され，音声学的および音韻学的側

面より考察した．構音レベルの問題で、は，子音から母音へ

の舌運動範囲の狭小イじが構音症状を誘発する要因と推測さ

れる．音韻レベルの問題では，構音への意図性の向上が構

音症状の改善に重要であり，誤り音と正音の聴覚判別の難

易度，構音時の舌緊張程度が関与する．構音の意図性の向

上は言語機能への負荷となり，吃音症状が悪化する場合が

ある．音響分析により，吃音症状出現時の発話では，構音

点、は正常となるが，構音方法は不完全であった．機能性構

音障害による異常構音の報告は少なく，音韻障害，吃音に

関連した機能性高次脳機能障害の報告も乏しい．機能性構

音障害の難治例には構音のレベル以外の問題が存在し，音

韻レベルへの検討が必要で、ある．



健康行動継続のための短期的支援の
有効性について

一生活習慣病予防教室を対象として

心身科学研究科健康科学専攻健康スポーツ医学研究 I 専修

服部雅 人

［目的】 本研究では，生活習慣病予防教室に，短期的介入

を行い，教室終了後における継続性（長期的効果）を得る

ため， どのような介入方法が有効であるかについて明らか

にすることを目的とする

【方法】 地域住民29名（男性 8 名，女性21 名，平均年齢

67歳土7歳）に対し， 2 ～ 3 週間に l 回，全 6 回， 3 ヵ月間

の生活習慣病予防教室と終了 6 ヵ月後にフォローアップ調

査を実施したまた，「短期的支援」と して講義復習資料

の作成，配布を行い，目標達成カー ド，運動記録カー ド，

体重記録カー ドであるワークシー トを教室参加者全員に実

施した． 講義復習資料は第 l 回～第 5 固までの各講座の復

習を目的とした資料で，ワークシートの目標達成カー ド，

運動記録カー ドでは， 第 l 回～第 6 固までの自身の目標 ・

行動の記入， 体重記録カー ドでは，第 l 回～第 6 回の受付

直後に教室に備え付けた体重計にて計測， 記入をさせた．

【結果・考察】 ベースラインから終了直後において， 教室

では食事と運動の取り組みの維持・ 改善， 短期的支援では

参加者の健康に対する意識の向上，望ましい生活習慣を継

続するための意欲に良い影響があった． 形態測定において

は， 体脂肪率や内臓脂肪面積の値が高くなった これは，

今回行われた教室の開催期間は 10月～12月であり ， 気温

の低い時期に行われたため， 参加者の取り組みやモチベー

ションに関係なく，体脂肪率や内臓脂肪面積の値が高くな

ったと考えられる．さらに，終了 6 ヵ 月後において，参加

者は教室で学んだ知識や経験を 日常生活に取り入れた結

果，運動や食生活などの生活習慣の改善に気を配るように

なった． また，教室だけではなく，短期的支援も健康に対

する意識を高め，運動の習慣化などの生活習慣の改善と継

続につながった可能性が示唆された．その結果，体脂肪率

と内臓脂肪面積が減少し，筋肉量が増加したと考えられる
［結論］ 教室プログラムに加え，教室期間中に行われた短

期的支援である講義復習資料とワークシー トの活用は， 健

康に対する意識と参加者の望ましい生活習慣を継続するた

めの意欲に良い影響を与え 終了 6 ヵ月後に参加者の健康

行動を高めたと考えられ，生活習慣の継続性 （長期的効果）

に効果的である司能性が示唆された．
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視床病変による健忘・作話症状の経時的
変化と機能解剖学的解析に関する研究

心身科学研究科健康科学専攻言語聴覚科学研究専修

浜田 広幸

左視床のー側性限局性梗塞によりコルサコフ症候群を呈

した症例に対して， 健忘と作話症状の経時的変化ならびに

機能解剖学的分析を行った症例は， 全般的知能や即時記

憶は保存されていた一方，逆向性健忘と前向性健忘，なら

びに作話を認めた頭部 MRI にて左視床前核と背内側核

を中心とした前内側部に梗塞巣を確認した． 前向性健忘は

言語性および視覚性記銘力がともに顕著に低下し，発症 3

年が経過した時点でも日常生活に支障を及ぼす健忘症状が

残存していた． 作話は発症当初には困惑作話が顕著に観察

されたが， 発症後約 1 カ月の時点で作話症状はほぼ消退し

た. Schaltenbrand ｷ Wahren 脳アトラスを用いた機能解剖

学的解析では，視床前核の一部と乳頭体視床路，背内側核
の一部に病変部位が含まれていた本症例が呈した長期に

及ぶ持続性かっ重度の健忘症状の発現には Papez 回路とそ

の周辺の辺縁系の損傷が重要である可能性が示唆された．


